
2024年度 ハマボノプロジェクト

ページ⽀援メニュー区⽀援先団体名

２
メールの⽴ち上げ、
情報共有のアドバイス

マニュアル化
港北港北録⾳グループ

４配⾊サービスの
リーフレット作り神奈川神奈川⾷事サービスW.Coぽてと

６クラウドファンディング
の企画、伴奏⽀援泉NPO法⼈ 宮ノマエストロ

８サポーター組織の⽴ち上
げに向けた課題整理栄本郷台駅前リビング運営委員会
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成果物

フリーメールの選定と設定に加え、団
体メンバーが使いこなせるようマニュ
アルも作成いただきました
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プロジェクト紹介 〜メールアドレスの⽴ち上げ〜

団体名：港北録⾳グループ
所在区：港北区
活動概要：視覚障害者に⾳声で情報を届ける活動をしている⾳声訳のボラン

ティア団体です。視覚障害者に⽉間CD雑誌「港北声の散歩道」を
作成し、⾝近な⽣活情報をお届けしています。また横浜市⽴盲特別
⽀援学校での対⾯朗読、依頼図書の録⾳サービス、⾳声訳図書「さ
んぽみち⽂庫」の制作・貸出を⾏い、年に⼀度視覚障害者との交流
も⾏っています。

【課題とプロジェクト】
団体の活動を広く知っていただくためにチラシを配布してきましたが、
あまり効果がありませんでした。
今後はデジタルを活⽤した広報活動を検討したいと考え、
そのための第⼀歩として「団体の代表メールアドレス」
を作成し会員内の情報の共有を円滑にしようと、設定と
マニュアル作成に協⼒いただける⽅を募集しました。



3

プロジェクト紹介 〜スケジュール〜

第３回第２回第１回
9/299/299/12実施期間

プロジェクト終了報告
メールアドレスの作成
利⽤マニュアルの作成

概要説明会
フリーメールの選定業務内容

団体・⽀援者の声

団体の声：プロジェクト完了後、2024年11⽉に「課題整理サポート会」に参加しました。そこでプロボノチームと⼀緒に団体の
課題を整理し、団体に持ち帰った結果、「今は次のステップへ進むより芯となることを検討していくことが先決」という結論にな
りました。ホームページ作成という当初の予定をしばらく⾒合わせることになりましたが、今回のプロジェクトが次の⼀歩への
きっかけとなりました。

⽀援者の声：プロジェクトを通じて、オンライン会議へのアクセスやPCをプロジェクタにつなぐといった新たな体験が「共有ア
ドレス」の作成という成果を超えて団体にとっての⼤きな前進につながったように思います。
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プロジェクト紹介 〜リーフレットの作成〜

団体名：神奈川⾷事サービスW.Coぽてと
所在区：神奈川区
活動概要：住み慣れた地域で安⼼して暮らし続けるために⾼齢者の在宅⽣活を

⽀援する配⾷サービス、及び、配⾷を通じた⾒守りを実施していま
す。⽇々、64〜85歳のスタッフが⾷材調達、調理配送までを交代で
担当しています。
これからも⾷の安⼼・安全に貢献し、ワーカーズコレクティブの働
き⽅を推進しながら⼦育て中のママやシニアの⽅などの働く機会を
拡⼤していきたいと考えています。

【課題とプロジェクト】
１、配⾷サービスの利⽤者を増やしたい
２、⼀緒に働く仲間（調理・ドライバー）を増やしたい
これらの課題を解決するためにこれまで⻑く活⽤してきた
「リーフレット」の改訂を検討しました。
誰にでも読みやすいと感じる⽂字⾊やサイズで、温かみのあるイラストを⼊れ、
ほっとしたムードながらも「インパクト」のあるリーフレットを作りたいと考
えて協⼒をいただける⽅を募集しました。

成果物



団体の声：あたたかいリーフレットが完成しました。ステキなものができてうれしいです。とても明るいイメージで⾒やすいのが
何より。働いている⾵景の写真を⼊れていただいたのもよかったです。またプロボノの⽅とご⼀緒したことで刺激になりました。
以前少し教わった程度だったパワーポイントも、触る機会になりました。
これから団体内で印刷物部数を検討し、新年度には配布を開始したいと考えています。
わたしたちはこれまで営業活動に苦⼿意識があったのですが、これからはこのリーフレットを
活⽤して利⽤者の増加につなげていきたいと思います。
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プロジェクト紹介 〜スケジュール〜

団体・⽀援者の声

第8回第7回第6回第5回第4回第3回第2回第1回
1/181/1612/2412/1411/1911/1610/2010/5実施期間

納品
最終確認

パワポデータ
仮納品再修正提出打ち合せ再校提案

（メール）打ち合せ初校提案
（メール）

キックオフ
ミーティング活動内容
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プロジェクト紹介 〜クラウドファンディングの実施〜

団体名：NPO法⼈ 宮ノマエストロ
所在区：泉区
活動概要：すべてボランティアで運営している多世代交流スペースです⾚ちゃん

からシニアまですべての世代の⼈が緩やかに繋がり、気軽に憩いの
時を過ごせる⼼地よい居場所を⽬指し、困った時には頼り頼られる
お互い様の関係を築いて地域で輝くをみんなで⽬指しています。
顔⾒知りを増やし⼈と⼈との繋がりを⼤切に、地元である中⽥の良
さを⼤切にという思いを持った地域住⺠の⾃主運営の施設です。

【課題とプロジェクト】
2024年に学習⽀援、体験活動の⽀援をする無料塾「みやまえ塾」をスタート
しました。さまざまな事情で塾に通うことができずサポートを受けられない
まま学⼒の⾯でつまづいてしまう⼦供たちの状況を少しでもよくするために、
地域の⼤学⽣、⾼校⽣のボランティアと協⼒して運営しています。
しかしながら、運営費⽤の捻出が難しく、今後も継続的に活動を続けていく
ためには活動基盤を整える必要があると考えました。

成果物
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プロジェクト紹介 〜スケジュール〜

第7回第6回第5回第4回第3回第2回第1回
5/144/183/32/102/31/201/9実施期間

プロジェクト
中⽌

進捗確認
ミーティング

進捗確認
ミーティング

進捗確認
ミーティング

進捗確認
ミーティング

クラファンの
準備作業

キックオフ
ミーティング活動内容

団体の声

団体の声：プロボノワーカーさんにサポートいただいて、今まで考えもしなかった視点でお⾦をいただく
ということや、アピールすべきこと、⽬標についての整理などもできて、すごくありがたかった。
プロボノワーカーさんから最初の時点で全体像は説明いただいていたが、
やればやるほど、必要なことや⼤切なことも⾒えて、⼤変だとわかった。
⼤変だったけれど、それは経験することで知ることができてよかったこと。
プロボノワーカーさんと分担などで期待との齟齬などはなかった。
その中で団体内の会議でクラファンをやらなくても、クラファンで協⼒を得ようとしている⽅からの
寄付など⽀援をいただくことで⽬的が達成できるのではないかという話になった。



成果物
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プロジェクト紹介 〜サポーター組織の⽴ち上げ（⽀援継続中）〜

団体名：本郷台駅前リビング運営委員会
所在区：栄区
活動概要：JR本郷台駅前の広場を活⽤し、誰もが気軽に楽しみ寛げる、リビン

グのように集える場として「本郷台駅前リビング」が始まりました。
区や委託業者の運営サポートが終わった2024年4⽉、元々の出展者
だった８名(70代中⼼)が運営委員会を⽴ち上げ、⾃主運営の活動を
開始しました。⾃らも出展者として参加しながら、広報、申込調整、
出展者への連絡、関係機関との事務⼿続き、当⽇の運営を担ってい
ます。

【課題とプロジェクト】
「本郷台駅前リビング」は毎⽉20⽇（1⽉と8⽉は休み）の
10：00〜15：00に開催しています。毎⽉の恒例イベント
として運営を安定させ、地域交流の場として⻑く続ける
ことを⽬指していますが、団体メンバーや出展者は⾼齢者
が多く、毎回のイベント運営、特に⼒が必要な設営・撤収
の⼈⼿不⾜が深刻化しています。
安定した運営体制を検討する中で、このイベントに共感
するボランティアの皆さんでサポーター組織を作り、団体
メンバーと⼀緒にこのイベントを⽀える体制を整えていけ
ればと考えてきました。



◆課題整理 プロジェクト登録サポート

◆ヒアリングし、募集記事のスコープを検討

◆プロジェクト下書きを持参、掲載内容準備をサポート
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プロジェクト伴⾛状況

第6回第5回第4回第3回第2回第1回
未定7/316/224/204/13/20実施期間

活動の振り返り
８⽉以降の準備打ち合わせ打ち合わせ資料の作成初回打合せ活動内容▲オンライン⾯談の様⼦

プロジェクト紹介 〜スケジュール〜

▲初回打合せの様⼦


